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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

 

回次
第35期

第３四半期
連結累計期間

第36期
第３四半期
連結累計期間

第35期

会計期間
自 平成28年 4月 1日
至 平成28年12月31日

自 平成29年 4月 1日
至 平成29年12月31日

自 平成28年4月 1日
至 平成29年3月31日

売上高 （百万円） 39,157 42,192 53,862

経常利益 （百万円） 1,472 2,273 1,896

親会社株主に帰属する

四半期（当期）純利益
（百万円） 1,093 1,710 1,467

四半期包括利益

又は包括利益
（百万円） 662 1,723 1,508

純資産額 （百万円） 11,735 14,056 12,581

総資産額 （百万円） 39,781 44,305 40,227

1株当たり四半期

（当期）純利益金額
（円） 22.01 34.43 29.53

潜在株式調整後1株当たり

四半期（当期）純利益金額
（円） － － －

自己資本比率 （％） 29.4 31.6 31.2

 

回次
第35期

第3四半期
連結会計期間

第36期
第3四半期

連結会計期間

会計期間
自 平成28年10月 1日
至 平成28年12月31日

自 平成29年10月 1日
至 平成29年12月31日

1株当たり四半期純利益金額 （円） 16.26 16.10

　（注）1．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載

しておりません。

2．売上高には、消費税等は含んでおりません。

3．潜在株式調整後1株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載してお

りません。

 

２【事業の内容】

　当第3四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要

な変更はありません。

EDINET提出書類

株式会社キョウデン(E02035)

四半期報告書

 2/15



第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】
当第3四半期連結累計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。
また、前事業年度の有価証券報告書に記載した事業等のリスクについての重要な変更はありません。

 

２【経営上の重要な契約等】
当第3四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

 

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】
文中における将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループ（当社及び連結子会

社）が判断したものであります。
 
（1）業績の状況

当第3四半期連結累計期間における世界経済は、米国では大型ハリケーン襲来の影響による一時的な落ち込み
があったものの、雇用環境などは引き続き良好に推移し、企業の賃上げにも加速の兆しが出てきております。ま
た、欧州経済においても企業部門が外需の拡大を背景に製造業の生産が増加傾向で、個人消費も高水準で推移し
ておりますが、英国ではEU離脱による先行きの不透明感から設備投資が低迷するなどで回復は緩慢なペースにと
どまっております。中国では、当局による環境規制の強化や貸出金利の上昇に加え、自動車需要の減少や企業の
財務体質強化の動きによって景気は減速傾向をたどる見通しとなっている一方で、実体経済では企業業績の改善
に伴い消費者の実質可処分所得が高い伸びを維持しているため、個人消費が景気をけん引する形となる見通しが
出ております。
一方、わが国経済におきましては、企業生産の増加基調は持続しており、雇用所得・設備投資も回復基調を継

続、個人消費にもようやく持ち直しの動きが出てきており、未だ緩やかではあるものの景気全体としては回復基
調が続いております。
このような環境のもと、当社グループにおきましては、電子事業におけるプリント配線基板関連分野の受注及

び生産が国内外において好調だったことや、工業材料事業も主要品目である硝子長繊維原料及び耐火物、混和材
関連のいずれの分野においても好調であったことなどから、当第3四半期連結累計期間の売上高は前年同期比
7.7％増の42,192百万円、営業利益は前年同期比34.8％増の2,120百万円、経常利益は前年同期比54.4％増の
2,273百万円、親会社株主に帰属する四半期純利益は前年同期比56.5％増の1,710百万円と増収増益となりまし
た。
 
　セグメントの業績は、次のとおりであります。
（電子事業）
　 電子事業におきましては、新規事業関連の先行コストやプリント配線基板の基材となる銅張積層板の世界的な
コストアップが懸念されましたが、特に国内において産業機器やデバイスなどの開発が活発化していることなど
を背景に、当社の得意とする試作開発の小ロット案件の受注が例年以上に好調に推移したことや、海外において
も主として車載関連を扱うタイ工場の業績が昨年に引き続き期初から順調に推移したことから、売上高は前年同
期比5.6％増の33,016百万円、セグメント利益は前年同期比22.9％増の1,128百万円となりました。
（工業材料事業）
　 工業材料事業におきましては、国内外景気の緩やかな回復基調の持続を背景に、主力製品である硝子長繊維原
料と耐火物に加え原料仕入販売の売上が前年同期を上回る水準で推移したほか、公共事業・建設関連の需要の高
まりにより混和材・建設資材の販売が好調でした。一方で原料費も含めた製造原価の削減や生産効率化に努めた
ことから、売上高は前年同期比16.2％増の9,175百万円、セグメント利益は前年同期比51.5％増の992百万円とな
りました。
 

（2）財政状態に関する分析
当第3四半期連結会計期間末における総資産は、44,305百万円となり、前連結会計年度末に比べ4,078百万円増

加しました。主な増加は、受取手形及び売掛金の増加2,685百万円、原材料及び貯蔵品の増加506百万円及び投資
有価証券の増加629百万円であります。
負債の残高は30,249百万円となり、前連結会計年度末に比べ2,603百万円増加しました。主な増加は、支払手

形及び買掛金の増加1,019百万円及び借入金の増加1,902百万円であります。
純資産の残高は14,056百万円となり、前連結会計年度末に比べ1,475百万円増加しました。主な増加は、利益

剰余金の増加1,462百万円であります。

（3）経営方針・経営戦略等

　 当第3四半期連結累計期間において、当社グループが定めている経営方針・経営戦略等について重要な変更は
ありません。
 

（4）事業上及び財務上の対処すべき課題
　 当第3四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。

（5）研究開発活動
　 当社グループは、プリント配線基板の製造技術、工業材料事業に関する機能性材料や高付加価値加工製品の開
発等を研究開発しております。
　 当第3四半期連結累計期間におけるグループ全体の研究開発活動の金額は463百万円であります。
  なお、当第3四半期連結累計期間において、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 200,000,000

計 200,000,000

 

②【発行済株式】

種類
第3四半期会計期間末
現在発行数（株）

（平成29年12月31日）

提出日現在発行数（株）
（平成30年2月14日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可

金融商品取引業協会名
内容

普通株式 52,279,051 52,279,051
東京証券取引所

（市場第二部）
単元株式数

100株

計 52,279,051 52,279,051 － －

 

（２）【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

 

（４）【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

 

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式
総数増減数
（株）

発行済株式
総数残高
（株）

資本金
増減額

（百万円）

資本金残高
（百万円）

資本準備金
増減額

（百万円）

資本準備金
残高

（百万円）

　平成29年10月 1日～

 平成29年12月31日
－ 52,279,051 － 4,358 － 3,159

 

（６）【大株主の状況】

当四半期会計期間は第3四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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（７）【議決権の状況】

当第3四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記

載することができないことから、直前の基準日（平成29年9月30日）に基づく株主名簿による記載をしておりま

す。

①【発行済株式】

平成29年12月31日現在
 

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等）
普通株式

2,592,800
－ －

完全議決権株式（その他）　（注）
普通株式

49,682,000
496,820 －

単元未満株式
普通株式

4,251
－

　1単元（100株）
未満の株式

発行済株式総数 52,279,051 － －

総株主の議決権 － 496,820 －

　（注）　「完全議決権株式（その他）」の欄には、証券保管振替機構名義の株式が5,000株含まれております。また、

「議決権の数」欄には、同機構名義の完全議決権株式に係る議決権の数50個が含まれております。

②【自己株式等】

平成29年12月31日現在
 

所有者の氏名
又 は 名 称

所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合　計（株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の　割　合（％）

㈱キョウデン
長野県上伊那郡
箕輪町大字三日町
482番地1

2,592,800 － 2,592,800 4.95

計 － 2,592,800 － 2,592,800 4.95

 

２【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書提出日後、当四半期累計期間における役員の異動は、次のとおりであります。

退任役員

役名 職名 氏名 退任年月日

取締役 新規事業本部長 原　康三 平成29年12月31日
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣

府令第64号）に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の2第1項の規定に基づき、第3四半期連結会計期間（平成29年10月1日から平成29

年12月31日まで）及び第3四半期連結累計期間（平成29年4月1日から平成29年12月31日まで）に係る四半期連結財務

諸表について、有限責任監査法人トーマツによる四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】

（１）【四半期連結貸借対照表】

  （単位：百万円）

 
前連結会計年度

(平成29年3月31日)
当第3四半期連結会計期間

(平成29年12月31日)

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 5,165 4,939

受取手形及び売掛金 14,446 ※2 17,131

商品及び製品 1,565 1,614

仕掛品 1,586 1,833

原材料及び貯蔵品 2,420 2,927

その他 854 761

貸倒引当金 △6 △7

流動資産合計 26,031 29,199

固定資産   

有形固定資産   

土地 4,014 4,030

その他（純額） 8,351 8,548

有形固定資産合計 12,365 12,579

無形固定資産 278 246

投資その他の資産   

その他 1,714 2,441

貸倒引当金 △162 △160

投資その他の資産合計 1,551 2,281

固定資産合計 14,195 15,106

資産合計 40,227 44,305
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  （単位：百万円）

 
前連結会計年度

(平成29年3月31日)
当第3四半期連結会計期間

(平成29年12月31日)

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 6,766 ※2 7,786

短期借入金 5,763 5,662

1年内償還予定の社債 678 588

1年内返済予定の長期借入金 2,169 2,481

未払法人税等 347 276

賞与引当金 657 570

その他 3,506 ※2 3,721

流動負債合計 19,889 21,086

固定負債   

社債 710 876

長期借入金 2,555 4,247

役員退職慰労引当金 8 8

その他の引当金 275 80

退職給付に係る負債 2,437 2,576

その他 1,769 1,374

固定負債合計 7,756 9,163

負債合計 27,645 30,249

純資産の部   

株主資本   

資本金 4,358 4,358

資本剰余金 4,174 4,174

利益剰余金 5,241 6,703

自己株式 △491 △491

株主資本合計 13,282 14,744

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 72 99

繰延ヘッジ損益 △4 △2

為替換算調整勘定 △807 △830

退職給付に係る調整累計額 2 0

その他の包括利益累計額合計 △736 △732

非支配株主持分 35 43

純資産合計 12,581 14,056

負債純資産合計 40,227 44,305
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第３四半期連結累計期間】

  （単位：百万円）

 
前第3四半期連結累計期間
(自　平成28年 4月 1日
　至　平成28年12月31日)

当第3四半期連結累計期間
(自　平成29年 4月 1日
　至　平成29年12月31日)

売上高 39,157 42,192

売上原価 33,324 35,505

売上総利益 5,832 6,687

販売費及び一般管理費 4,259 4,566

営業利益 1,573 2,120

営業外収益   

受取利息 2 1

受取配当金 3 3

持分法による投資利益 － 31

為替差益 43 221

その他 106 77

営業外収益合計 155 335

営業外費用   

支払利息 169 110

持分法による投資損失 0 －

その他 86 71

営業外費用合計 256 182

経常利益 1,472 2,273

特別損失   

投資有価証券評価損 40 －

特別損失合計 40 －

税金等調整前四半期純利益 1,431 2,273

法人税、住民税及び事業税 238 435

法人税等調整額 93 118

法人税等合計 332 554

四半期純利益 1,099 1,719

非支配株主に帰属する四半期純利益 6 8

親会社株主に帰属する四半期純利益 1,093 1,710
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【四半期連結包括利益計算書】

【第３四半期連結累計期間】

  （単位：百万円）

 
前第3四半期連結累計期間
(自　平成28年 4月 1日
　至　平成28年12月31日)

当第3四半期連結累計期間
(自　平成29年 4月 1日
　至　平成29年12月31日)

四半期純利益 1,099 1,719

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 23 27

繰延ヘッジ損益 3 2

為替換算調整勘定 △504 △18

退職給付に係る調整額 61 △2

持分法適用会社に対する持分相当額 △21 △4

その他の包括利益合計 △437 4

四半期包括利益 662 1,723

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 655 1,715

非支配株主に係る四半期包括利益 6 8
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【注記事項】

（連結の範囲又は持分法適用の範囲の変更）

（持分法適用の範囲の重要な変更）

　第1四半期連結会計期間より、当社が株式会社TOSEIの株式を取得したため、同社を持分法適用の範囲に含め

ております。

 

（四半期連結貸借対照表関係）

1　受取手形裏書譲渡高

 
前連結会計年度

（平成29年3月31日）
当第3四半期連結会計期間
（平成29年12月31日）

受取手形裏書譲渡高 57百万円 74百万円

 

※2　四半期連結会計期間末日満期手形

　四半期連結会計期間末日満期手形の会計処理については、手形交換日をもって決済処理をしております。

なお、当四半期連結会計期間末日が金融機関の休日であったため、次の四半期連結会計期間末日満期手形が

四半期連結会計期間末日残高に含まれております。

 
前連結会計年度

（平成29年3月31日）
当第3四半期連結会計期間
（平成29年12月31日）

受取手形 －百万円 392百万円

支払手形 － 279

流動負債「その他」 － 1

 

（四半期連結損益計算書関係）

該当事項はありません。

 

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

当第3四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第3四半

期連結累計期間に係る減価償却費（のれんを除く無形固定資産に係る償却費を含む。）及びのれんの償却額は、

次のとおりであります。
 

 
前第3四半期連結累計期間
（自　平成28年 4月 1日
至　平成28年12月31日）

当第3四半期連結累計期間
（自　平成29年 4月 1日
至　平成29年12月31日）

減価償却費 1,271百万円 1,362百万円

のれんの償却額 32 32

 

（株主資本等関係）

Ⅰ　前第3四半期連結累計期間（自　平成28年4月1日　至　平成28年12月31日）

配当金支払額

（決　議） 株式の種類
配当金の総額
（百万円）

1株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成28年5月13日

取締役会
普通株式 49 1  平成28年3月31日  平成28年6月13日 利益剰余金

 
Ⅱ　当第3四半期連結累計期間（自　平成29年4月1日　至　平成29年12月31日）

配当金支払額

（決　議） 株式の種類
配当金の総額
（百万円）

1株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成29年5月15日

取締役会
普通株式 248 5  平成29年3月31日  平成29年6月12日 利益剰余金
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第3四半期連結累計期間（自　平成28年4月1日 至　平成28年12月31日）

1．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

    （単位：百万円）

 報告セグメント

合計
調整額
（注）1

四半期連結
損益計算書
計上額
（注）2

 電子事業
工業材料
事業

売上高      

外部顧客への売上高 31,264 7,893 39,157 － 39,157

セグメント間の内部売上高

又は振替高
－ － － － －

計 31,264 7,893 39,157 － 39,157

セグメント利益 917 655 1,573 0 1,573
 

（注）1．セグメント利益の調整額には、セグメント間取引消去0百万円が含まれております。
2．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

2．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報
（固定資産に係る重要な減損損失）
　該当事項はありません。

（のれんの金額の重要な変動）
　該当事項はありません。

（重要な負ののれん発生益）

　該当事項はありません。
 

Ⅱ　当第3四半期連結累計期間（自　平成29年4月1日 至　平成29年12月31日）

1．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

    （単位：百万円）

 報告セグメント

合計
調整額
（注）1

四半期連結
損益計算書
計上額
（注）2

 電子事業
工業材料
事業

売上高      

外部顧客への売上高 33,016 9,175 42,192 － 42,192

セグメント間の内部売上高

又は振替高
－ － － － －

計 33,016 9,175 42,192 － 42,192

セグメント利益 1,128 992 2,120 △0 2,120
 

（注）1．セグメント利益の調整額には、セグメント間取引消去△0百万円が含まれております。
2．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

2．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報
（固定資産に係る重要な減損損失）
　該当事項はありません。

（のれんの金額の重要な変動）
　該当事項はありません。

（重要な負ののれん発生益）

　該当事項はありません。
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（１株当たり情報）

　1株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第3四半期連結累計期間
（自　平成28年 4月 1日
至　平成28年12月31日）

当第3四半期連結累計期間
（自　平成29年 4月 1日
至　平成29年12月31日）

1株当たり四半期純利益金額 22円01銭 34円43銭

（算定上の基礎）   

親会社株主に帰属する四半期純利益金額　（百万円） 1,093 1,710

普通株主に帰属しない金額　　　　　　　（百万円） － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する

四半期純利益金額　　　　　　　　　　　（百万円）
1,093 1,710

普通株式の期中平均株式数　　　　　　　　（千株） 49,686 49,686

（注）　潜在株式調整後1株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。
 

（重要な後発事象）

　該当事項はありません。
 

２【その他】
該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書  

 

   平成30年2月13日

株式会社キョウデン    
 

 取締役会　御中  

 

 有限責任監査法人トーマツ  

 

 
指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士 矢　野　浩　一　　印

 

 
指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士 小　松　　　聡　　印

 

 
指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士 藤　野　竜　男　　印

 

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の2第1項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社キョウデ

ンの平成29年4月１日から平成30年3月31日までの連結会計年度の第3四半期連結会計期間（平成29年10月1日から平成29年

12月31日まで）及び第3四半期連結累計期間（平成29年4月1日から平成29年12月31日まで）に係る四半期連結財務諸表、

すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記について四半期レビュー

を行った。

 

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財

務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を

作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 

監査人の責任

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対する

結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠し

て四半期レビューを行った。

四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認

められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

監査人の結論

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認め

られる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社キョウデン及び連結子会社の平成29年12月31日現在の財政状

態及び同日をもって終了する第3四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重

要な点において認められなかった。

 

利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以　上

 

　（注）1．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

2．ＸＢＲＬデータは四半期レビューの対象には含まれておりません。
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